大阪府条例第　　　号

大阪府立学校条例の一部を改正する条例
　大阪府立学校条例（平成二十四年大阪府条例第八十九号）の一部を次のように改正する。
次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	


	第二十八条　入学検定料、入学料及び授業料は、特別の理由があると認めるときは、減額し、又は免除することができる。
	（府立学校の配置及び通学区域）

第二条　（略）

２　（略）

３　高等学校の通学区域については、平成二十六年四月一日から府内全域とすることに向けて、設定の見直しを行うものとする。

第二十二条　（略）

　一　高等学校　九、八八九人
　二　特別支援学校　三、七五〇人

（入学検定料及び入学料）
第二十三条　高等学校に入学しようとする者は入学検定料を、高等学校に入学を許可された者は入学料を納付しなければならない。

２　前項の入学検定料及び入学料の額は、次の表のとおりとする。

区　　　分
入学検定料

入学料

全日制の課程
円

二、二〇〇
円

五、六五〇
定時制の課程
昼間においてのみ授業を行う課程
二、二〇〇
五、六五〇
昼間及び夜間において授業を行う課程
昼間において授業を行う課程（以下「昼間課程」という。）に在籍する場合（当該課程の単位の修得と併せて夜間において授業を行う課程（以下「夜間課程」という。）の単位を修得する場合を含む。）
二、二〇〇

五、六五〇
夜間課程に在籍する場合（当該課程の単位の修得と併せて昼間課程の単位を修得する場合を含む。）
九五〇
二、一〇〇
夜間においてのみ授業を行う課程
九五〇
二、一〇〇
通信制の課程

八〇〇

五〇〇

　

（受講料）

第二十五条　（略）

２　前項の受講料の額は、一科目等（分割受講することとされている科目等にあっては、各分割されたものを一科目等とみなす。）につき千三百円とする。
（還付）

第二十七条　既納の入学検定料、入学料、聴講料、受講料及び手数料は、還付しない。ただし、特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。



	
	（減免）

第二十八条　入学検定料及び入学料は、特別の理由があると認めるときは、減額し、又は免除することができる。

	
	


附　則
（施行期日）

１　この条例は、平成二十六年四月一日から施行する。
（経過措置）

２　この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日に大阪府立高等学校に在学していた者で施行日以後も引き続き在学するものの当該引き続く在学に係る授業料については、改正後の大阪府立学校条例（以下「新条例」という。）第二十三条の規定は、適用しない。

３　施行日の前日において高等学校等（高等学校等就学支援金の支給に関する法律（平成二十二年法律第十八号）第二条第一項に規定する高等学校等をいう。以下同じ。）に在学していた者で施行日以後に大阪府立高等学校に転学する者（施行日の前日以後に高等学校等を退学し、その翌日に大阪府立高等学校に編入学する者を含む。）に係る授業料については、新条例第二十三条の規定は、適用しない。
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